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1 はじめに 

1.1 背景 

近年,ニュース記事やまとめサイト,ブログ等も含め,WEB 

上にはユーザー投稿型のサイトが多数ある.そういった現

在の WEB 上にある記事投稿サイトで使われている推薦方

法の一つに,ユーザーの閲覧した記事を基に,それに類似し

た記事を推薦するというものがある. 

しかし,閲覧した記事の中には閲覧したものの途中まで

しか読んでない記事が存在するなど,内容を実際に読んで

みなければユーザーがその記事にどの程度関心を寄せてい

るかが分からない. そのような訪れたたものの読むのを途

中でやめてしまった記事を閲覧した場合、関心のない記事

に類似した記事を推薦する可能性がある.これではユーザー

が満足する推薦が出来るとは考えにくい. 

そこで本研究では,ユーザーが閲覧した記事をどの程度

まで読んでいるかという情報を”既読率”とし,これを利

用した推薦を行うことでユーザーの関心が高い記事を推薦

出来るシステムを提案する. 

本報告ではサイト利用を伴ったユーザーテストを行い、

提案システムの有効性を検証する. 

1.2 関連研究 

トピック毎の性質を利用する手法[1], 辞書作成時に圧

縮技術を使う手法[2],単語の分散表現を日本語の文字種を

考慮してベクトル表現をする手法など[3],推薦システムや

機械学習の分野では推薦の精度を上げるために様々なアプ

ローチがされている. 

しかし,本研究のような,サイト利用しているユーザーの

行動を考慮した研究は調査した限りでは進められていな

い.1 
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2 推薦システムの概要 

2.1 既読率 

本研究では１つの文書をどの程度まで読み進めたか,と 

いうものを表す数値として扱う.既読率の算出方法につ

いては,サイトの記事ページ全体の高さをスクロール量

で割ることで算出する.例えば,記事ページ全体の高さが

5000pxの記事に対して現在位置が3000pxだった場合,既

読率は0.6となる. 

2.2 推薦の流れ 

本研究で提案する推薦システムの流れを図1 に示す.例

として,サイトに訪れたユーザーが記事 A を閲覧したと仮

定する.ユーザーが記事 A を読み進めて既読率が高い場合, 

ユーザーの閲覧している記事 A との類似度が高い記事を

ユーザーに推薦する.ユーザーの既読率が低い場合は,類

似度以外の指標も考慮した記事を表示する.こうして閲覧

している記事をどこまで読み進めたかによって推薦する

記事を変更することで,閲覧した記事を途中で読むのをや

めてしまった際にもユーザーに関心の高い記事を表示さ

せて,サイト利用を続けてもらうというのが狙いとなる. 

 

 
図1. flow of Recommendation system. 
 

3 評価実験準備 

既読率に応じて動的に推薦する記事が変わるシステム

を搭載したサイトを構築し,それをユーザーに利用しても

らうことで,提案システムの有効性を検証する実験を行う。
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3.1 データセット 

作成したサイトで利用するサンプルデータに,Livedoorニ

ュースコーパスを用いる. 7,363件のニュース記事を収集し,

可能な限り HTML タグを取り除いて作成されたものである

[4]. 

3.2 記事同士の類似度 

記事をベクトル化する手法としてBERTを利用する. BERT

は，任意の長さの文章をベクトル化するParagraph Vector 

の一つである[4].これらを用いて記事をベクトル化し,コサ

イン類似度を用いてそれぞれの記事との類似度計算を行う

[5]. 

3.3 ユーザーテスト 

 以下3パターンのシステムでそれぞれサイト利用をしても

らい.それらの結果を比較する. 

① 既読率が低い場合には類似度の低い記事を,既読率が高

い場合には類似度の高い記事を推薦する. 

② 既読率が低い場合にはデータセット内からランダムに

記事を推薦し,既読率が高い場合には類似度の高い記事

を推薦する. 

③ 恒久的に類似度の高い記事を推薦する. 

今回,既読率が高いか低いかの判断については,「既読率が

0.5を超えた場合には高く,0.5未満の場合には低い」というル

ールの下実験を行う。 

 

図2. Part of the site equipped with the proposal system. 
 

3.4 評価方法 

それぞれのユーザー,パターン毎にサイト利用している様子

をキャプチャし,既読率が低かった場合の記事の推移と,ユー

ザーアンケートにて提案システムの有効性を評価する. 

例えば,既読率が低い時に記事の遷移が行われた際,その遷

移先の記事の既読率が高ければ,ユーザーが満足する推薦

が出来たという要素になる.重ねてユーザーアンケートに

より,実際に推薦された記事に対して満足出来たかヒアリ

ングを行う. ユーザーテストは,3つのパターンそれぞれの

システムで,10分程度サイト利用をしてもらった上でヒア

リングをする予定である. 被験者の対象として,男子大学

生5人程度を予定している。 

4 まとめ 

本研究では,既読率を利用することでユーザーの関心

が高い記事を推薦するシステムを提案した.今回の成果

として,提案システムの作成とその評価実験の準備を行

った.ユーザーテストは3パターンの推薦を行い,それぞ

れの結果を比較することで提案システムの有効性を検証

する予定である. 

今後は,ユーザーテストからフィードバックを得た上

で,推薦システムの改善をしていく. 
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